
水環境保全のための今後の取組について

１．事業者の不適正事案への対応

２．水質事故への対応

３．閉鎖性水域における水質改善

４．新たな排水管理手法の導入

５．未規制の小規模事業場や面源負荷への対応

６．地下水・土壌汚染の未然防止対策

７．海洋環境の保全

８．気候変動への対応

９．地球規模で深刻化する水問題への国際貢献

10．水環境モニタリングとデータの蓄積

11．統合的な環境管理の検討

12．施策のマネジメントサイクルの確立

１．事業者の不適正事案への対応

２．水質事故への対応

３．湖沼の水質改善

４．閉鎖性海域の水質改善

５．新たな排水管理手法の検討

６．排水規制の在り方に関する検討（温泉排水を含む）

７．未規制小規模事業場からの負荷への対応

８．面源負荷への対応

９．水圏生態系の保全と生物多様性の確保

10．人と水とのふれあいの推進

11．地下水・土壌汚染の未然防止対策

12．海岸も含めた海洋環境の保全

13．気候変動への対応

14．地球規模で深刻化する水問題への国際貢献

15．水環境分野の海外ビジネス展開

16．水環境のモニタリングとデータの蓄積及び情報共有

17．統合的な環境管理の検討

18．技術開発・技術活用普及

19．環境教育・普及啓発

20．人材の育成

21．施策のマネジメントサイクルの確立

「中間取りまとめ」における今後の取組

今回の整理（案）

９．水圏生態系の保全と生物多様性の確保

10．人と水とのふれあいの推進

18．技術開発・技術活用普及

19．環境教育・普及啓発

20．人材育成

新たに追加 取組を細分化

資料４－１

６．排水規制の在り方に関する検討

３．湖沼の水質改善

４．閉鎖性海域の水質改善

７．未規制小規模事業場からの負荷への対応

８．面源負荷への対応

14．地球規模で深刻化する水問題への国際貢献

15．水環境分野の海外ビジネス展開


